













Equal status of the Constituent Peoples
-Qualitative Change of the Dayton System caused




The Constitutional Court of Bosnia and Herzegovina made a decision, on 1 July 2000, which
would ensure the equal status of the three constituent peoples of the country and necessitate
amendments to the entities'constitutions which have institutionalized the dominance of the
major ethnic groups in each entity.
In accordance with the decision, the Sarajevo Agreement was reached among the political
parties which dealt with the contents of the needed amendments.
This article attempts to examine the meaning of the Constitutional Court decision and the
contents of the Sarajevo Agreement, and to clarify the efficacy of the amended Constitutions
m making both entities really multi-ethnic.
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構成民族の平等性に関する考察
和国におけるセルビア人の覇権体制を維持させる恐れがあるからである｡
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資料:憲法裁判所による構成民族に関する判決の履行に関する合意(サラエヴォ合
意)の主要ポイント
I.死活的利益保護
死活的利益保護は､ボスニア連邦の民族院及びスルブスカ共和国の民族評議会を通じて提供され
m
第1条　立法府
立法に関する権限はスルブスカ共和国では国民議会と民族評議会によって､連邦では代議院と民
族院によって行使される｡
スルブスカ共和国では､国民議会によって承認され､いずれかの構成民族の死活的利益に関係す
るような法及びその他の規則は､民族評議会が採択して初めて発効する｡
第2条　スルブスカ共和国国民議会/連邦代議院における最少議席の保証
スルブスカ共和国国民議会及び連邦代議院では､各構成民族とも最少でも4人の議席が与えられ
る｡
第3条　民族評議会及び民族院の構成及びメンバーの選出法
民族評議会及び民族院は､各構成民族が同数の代表を出せるよう均衡の原則を基にして構成され
る｡
各構成民族は最少の場合8人､最多の場合17人の代表を出す｡その他の民族は､民族評議会､民
族院のそれぞれにおいて､ -構成民族の代表人数の半数を超えない数の代表を出す｡
その他の民族も多数決による投票方式において､同様に採決に参加する権利を有する｡
･スルブスカ共和国(民族評議会)
民族評議会のメンバーは､国民議会のそれぞれの民族議員団によって選出される｡
･連邦(民族院)
各県議会が選出する｡
第4条　死活的利益の定義
民族の死活的利益は以下のように定義される:
立法･行政･司法機関における適切なポスト配分による構成民族の権利行使;構成民族のアイデン
ティティー;憲法改正;公的機関の組織;意思決定プロセスにおける構成民族の平等の権利;教育､
宗教､言語､文化の促進､伝統､文化的遺産;領土上の構成;公的情報システム;民族院及び民族
評議会における-構成民族議員団の3分の2が民族の死活的利益に関する問題と主張するその他の
事項
H.主要政治ポストの分配
一首相及び副首相は同一民族出身であってはならない｡
-下記のポストのうち､ 2つ以上を同一の構成民族､その他の民族が占有してはならない｡
1 )首相　　　　　　　　　　　2)連邦代議院/スルブスカ共和国国民議会議長
3 )民族院/民族評議会議長　　4 )最高裁判所長官
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5)憲法裁判所長官　　　　　　6)検事総長
-エンティティー大統領
大統領は別の構成民族出身の2人の副大統領を持つ｡これら正副大統領はエンティティー憲法に
従って選出される｡
III.連邦及びスルブスカ共和国政府における最低保証ポスト数
政府は連邦代議院/スルブスカ共和国国民議会によって選出される｡
【デイトン合意付属書7が履行されるまでの移行期について】
RS政府(首相及び16閣僚)はセルビア人8人､ムスリム5人､クロアチア人3人の閣僚で構成さ
れる｡連邦政府(首相及び16閣僚)はムスリム8人､クロアチア人5人､セルビア人3人の閣僚で
構成される｡
付属書7が完全に履行された後は､ 1構成民族につき､政府全体の最低15%の閣僚ポストが保証
されなければならない｡また､ 2構成民族で最低計35%の閣僚ポストが保証されなければならない0
閣僚ポストのうち1つは､その他の民族に与えられなければならない0
IV.すべての公的機関(裁判所を含む)におけるポストの比例配分
連邦及びスルブスカ共和国では構成民族及びその他の民族は､公的機関においてポストの比例配
分を受ける｡
憲法の原則として､付属書7が完全に履行されるまでは､ボスニア国家の公務員法の方針に従い､
1991年の国勢調査を基に比例配分が行われる.この一般原則は､各エンティティーの法律によって､
さらに具体的に規定される｡この法律には具体的な期限が明示され､エンティティ-及び県におけ
る地域別民族構成に合致した形で上記原則が実現される｡
Ⅴ.最終/暫定的規定
1.連邦の県における原則との調和
エンティティ-憲法改正案の採択から9ケ月以内に､本合意に含まれた原則が連邦の県で適用さ
れなければならない｡
各県において死活的利益保護機関が設置され､県政府では最低限のポストが保証されなければな
らない｡
2.民族院とスルブスカ共和国憲法委員会の任務
エンティティ-憲法改正案の採択より､連邦民族院とスルブスカ共和国憲法委員会(上級代表が
設置)は､この文書に含まれた原則に従わなければならない｡
3.本合意の解釈
この文書が両エンティティー議会によって履行されるまでの間､上級代表をこの文書を解釈する
上の黄終権限者とする｡
